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目的
データに基づいて学⽣がキャンパス内で居⼼地がいいと感じる場所を発⾒
し、その要因を分析する

今回の目標
デジタル・エスノグラフィー（⾏動・・・・観察）
バイタルデータ（⼼拍数）と⾏動データを照合し、
キャンパスマップ内で居⼼地がいいと思われる場所を発⾒する

キャンパスの環境をよりよくし、勉強など⼤学⽣活を楽しく過ごせるようにしたい
という考えからSDGsの4番に関わっている
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①キャンパス内でデバイスを装着し⽣活する
Garmin vivoactive4s

②デバイスで取得できたデータをcsvに変換し⼼拍数のデータを⼊⼿する
今回使いたい⼼拍数がfitファイル(ガーミン独⾃のファイル形式)では⼊⼿不可。

GarminDB https://github.com/tcgoetz/GarminDB
Garminのサイトからデータをダウンロードしてくれるための
ソースコード

方法

図２

DB Browser for SQLite
“SQLite”のデータベースを管理できるソフト。

図１

図３

https://github.com/tcgoetz/GarminDB
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③１⽇の⽣活での⼼拍数の推移を考察
⼼拍数の起伏が激しいところが感情にも何かしら影響しているだろ
うと予想しマークをしてみて、その時間に⾃分は何をしていたのか
記録と照らし合わせた。

⼼拍数の⾼低の差が⼤きいところでは⾃分は
図書館・七号館・テニスコート・⾷堂にいる傾向がる！！
さらにそこでは⾃分の主観的な観測であるが楽しい、集中してい
たなどポジティブな感想が記録されていた。

④⼼拍数の平均・標準偏差を取得

楽しかった場所

楽しくなかった場所

楽しかった場所と楽しく場所を主観的に分けて
平均・標準偏差を算出してそれぞれの平均値も出した

図4

図５ 図6 図7
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結果
⾃分が普段⽣活していて楽しいと感じる場所
図書館・⾷堂・テニスコート・七号館
楽しいと感じた場所と楽しくなかった場所での平均の差は約7

今後の展望
今後は被験者数を増やしてデータ数を増やすことと実験をより正確にする為、
常時GPSのログの取得ができたら複数のデータを使⽤して多⾓的に分析する。

楽しかった場所の要因
楽しかった場所にも２つに分けることができる
①テニスコート、⾷堂、ラウンジ・友達と⼀緒にいることが多い→友達と話していて気分が上がるため
②七号館、図書館、7209・⼀⼈での勉強⽬的のため喋ってはおらず、集中状態にあった→集中状態のため

楽しくない場所の要因
楽しかった場所と異なり⼀⼈でいることが多く、授業などにも集中していなかった→授業が退屈だった

楽しい場所と楽しくない場所は被験者の集中状態に依存するのではないか！？
楽しい場所の発⾒は集中状態の推移を⾒ても調べるこは可能ではないかと考える。


